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■卒業生総数 32,874人（2012年3月現在）
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武
陵
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
皆
様
か
ら
物
心
両
面
に

わ
た
り
ま
し
て
、
絶
大
な
る
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
七
月
、
武
陵
会
前
会
長
の

石
井
義
彦
様
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
衷
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上

げ
ま
す
。
石
井
義
彦
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
武
雄
市
、
武
陵
会
そ

し
て
母
校
武
雄
高
校
の
た
め
に
、

多
大
な
る
ご
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。
感
謝
と
敬
意
の
気
持
ち
を
表

し
ま
す
。

今
年
度
も
、
武
陵
会
か
ら
母
校

に
対
し
ま
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
と
ス
ク
リ
ー
ン
、
激
励
用
幟
旗
、

吹
奏
楽
部
の
ド
ラ
ム
セ
ッ
ト
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
だ

た
だ
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で

す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
生
徒
諸
君
と
と
も
に
、
我
々

教
職
員
も
、
皆
様
か
ら
の
ご
厚
情
、

ご
激
励
を
身
近
に
体
感
し
つ
つ
、

報
恩
感
謝
の
気
持
ち
を
意
識
し

て
、
皆
様
の
ご
期
待
に
添
う
べ
く

誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
る
覚
悟
で

ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
武
雄
高
校
創
立
七
〇
周

年
記
念
誌
に
、「
報
恩
感
謝
」
に

関
す
る
次
の
よ
う
な
逸
話
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
二
年
三
月

二
十
三
日
武
雄
高
等
女
学
校
第
十

七
回
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
は
校
長
不
在
で
、
篠

崎
教
頭
が
校
長
事
務
取
扱
を
命
ぜ

ら
れ
、「
諸
氏
ガ
、
幸
ニ
父
母
ニ

対
シ
、
師
長
ニ
対
シ
、
社
会
君
国

ニ
対
シ
常
ニ
報
恩
感
謝
ノ
念
ヲ
以

テ
其
ノ
心
事
ヲ
真
剣
ニ
セ
ラ
レ
ル

ナ
ラ
バ
、
修
養
研
鑽
ノ
効
果
ノ
大

ニ
シ
テ
如
何
ニ
成
績
ノ
顕
著
ナ
ル

モ
ノ
ア
ル
カ
ハ
、
将
来
益
強
ク
体

験
セ
ラ
ル
ル
所
デ
ア
ラ
ウ
。
カ
ク

テ
諸
子
ハ
、
国
家
社
会
ノ
有
用
ノ

材
ト
ナ
リ
、
興
国
ノ
忠
良
ナ
ル
国

民
タ
ル
ヲ
得
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
。
コ

レ
本
校
教
育
ノ
中
心
任
務
ト
セ
ル

ト
コ
ロ
ノ
モ
ノ
ア
リ
。」

と
訓
示
を
垂
れ
、
「
報
恩
感
謝
」

と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
ま

す
。
改
め
て
「
報
恩
感
謝
」
の
重

み
を
感
じ
る
逸
話
で
す
。
こ
の
言

葉
は
、
こ
れ
か
ら
も
本
校
の
校
是

と
し
て
長
く
伝
え
ら
れ
て
い
く
も

の
と
確
信
し
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
武
陵
会

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
並
び
に
会

員
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
と
と

も
に
、
母
校
へ
の
さ
ら
な
る
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

武
陵
会
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
会
の
活
動
の
現
状
に
つ
い
て
、

一
言
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
本
校

創
立
以
来
の
卒
業
生
は
三
万
三
千

人
を
数
え
、
既
存
八
支
部
に
加
え
、

新
た
に
東
海
地
区
、
中
国
の
上
海

地
区
に
も
支
部
新
設
の
動
き
が
出

て
お
り
ま
す
。
武
雄
で
の
武
陵
会

総
会
に
は
四
百
名
超
、
東
京
支

部
・
関
西
支
部
総
会
は
、
そ
れ
ぞ

れ
二
百
名
・
百
名
を
超
え
る
過
去

最
多
の
参
加
者
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
・
欧
州
経

済
危
機
に
よ
る
世
界
経
済
の
落
ち

込
み
に
よ
り
、
我
が
国
経
済
も
決

し
て
良
い
状
態
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
本
会
の
運
営
に
も

幾
分
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
の

で
は
と
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
も
杞
憂
に
終
り
、
本
部
の
会

費
収
入
も
昨
年
と
変
わ
ら
ぬ
額
に

達
し
ま
し
た
。

お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て
、
今
年

も
母
校
へ
の
ぼ
り
旗
二
十
本
、
ド

ラ
ム
・
セ
ッ
ト
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
と
ス
ク
リ
ー
ン
四
台
を
寄
贈
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

毎
年
五
月
第
三
土
曜
日
に
武
雄

で
開
催
す
る
、
恒
例
の
全
国
支
部

長
・
事
務
局
長
会
議
に
も
、
ほ
と

ん
ど
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

各
支
部
の
現
況
や
問
題
点
を
本
音

で
語
り
合
い
、「
質
実
剛
健
に
し
て
、

報
恩
感
謝
の
誠
を
尽
す
」
の
校
是

の
も
と
、
心
を
一
つ
に
し
て
、
支

部
間
の
連
携
と
親
睦
、
な
ら
び
に

武
陵
会
全
体
の
発
展
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。

創
立
百
周
年
の
記
念
事
業
と
し

て
建
設
し
た
武
陵
会
館
は
、
会
員

の
会
議
の
み
な
ら
ず
、
母
校
在
校

生
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
と
し
て
大

い
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ

く
百
周
年
を
期
に
創
設
し
た
奨
学

金
制
度
も
、
前
途
有
望
な
学
生
の

勉
学
の
糧
と
し
て
役
立
っ
て
い
ま

す
。以

上
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
事

業
が
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
の

も
、
役
員
を
は
じ
め
会
員
の
皆
様

の
深
い
ご
理
解
と
、
温
か
い
ご
協

力
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
新
し
い
事
業

と
し
て
創
立
百
十
周
年
記
念
行
事

へ
の
準
備
と
し
て
、
武
陵
会
会
員

の
名
簿
を
新
し
く
作
成
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
来
年
は
、
十
年

ご
と
の
周
年
行
事
の
中
間
の
節
目

と
な
る
百
五
年
目
を
迎
え
ま
す
の

で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
発
刊
で
き

る
よ
う
計
画
を
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
事
務
局
よ
り
会
員
各
位
に
住

所
等
の
調
査
が
送
付
さ
れ
ま
し
た

折
に
は
、
是
非
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

武陵会 会長
山口 幹夫

校長
竹森 唯幸

街に笑顔の花 咲かせましょう

九州ひぜん信用金庫
武雄市武雄町大字富岡8894番地
TEL0954-23-1281

理事長溝上邦治（第21回）
http://www.hizeshin.co.jp/
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新
体
制
の
も
と
３
年

第
六
十
三
回

風
薫
る
五
月
、「
武
陵
の
野
に

同
窓
の
輪
を
広
げ
よ
う
！
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
今
年
63

回
目
を
迎
え
る
武
陵
会
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
そ
の
前
日
に
は
第

３
回
全
国
支
部
長
・
事
務
局
長
会

議
を
開
催
し
、
本
部
役
員
と
の
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

総
会
は
新
体
制
の
も
と
で
取
り

組
み
始
め
て
今
年
３
年
目
、
会
費

の
軽
減
や
、
今
回
初
め
て
佐
賀
新

聞
に
武
陵
会
総
会
開
催
の
広
告
記

事
を
掲
載
す
る
な
ど
、
広
く
同
窓

生
に
周
知
の
た
め
の
広
報
活
動
に

も
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
回
は
高
14
回
の
草
場
朝
臣
実

行
委
員
長
を
中
心
に
、
末
尾
に
４

の
付
く
回
の
方
々
に
準
備
の
段
階

か
ら
用
意
周
到
の
取
り
組
み

を
し
て
い
た
だ
き
、
過
去
最

高
の
３
８
５
人
の
申
し
込
み

が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
の
議
事
終
了
後
、
高

24
回
の
北
川
史
朗
さ
ん
（
嬉

野
市
出
身

日
本
テ
ク
ノ
シ

ス
テ
ム
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
に

「
Ｉ
Ｔ
産
業
を
活
き
抜
く
我
が
技

術
集
団
」
と
い
う
演
題
で
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
高
校
卒
業
時
、

進
路
を
悩
ん
で
い
た
時
、
嬉
野
国

立
病
院
の
電
気
技
師
だ
っ
た
父
親

の
「
こ
れ
か
ら
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
の
時
代
だ
」
の
一
言
で
専
門
学

校
へ
の
進
学
を
決
め
た
こ
と
、
就

職
の
時
は
一
番
小
さ
く
、
一
番
少

な
い
給
料
の
会
社
を
選
ん
だ
こ
と

な
ど
、
人
生
の
岐
路

に
於
い
て
の
経
験

や
、
30
代
の
昭
和
59

年
に
仲
間
３
人
で
起

業
し
、
現
在
１
１
７

名
の
社
員
を
有
す
る

会
社
を
経
営
す
る
に

至
っ
た
こ
と
な
ど
を

短
い
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ

の
後
、
会
場
を
移
し
懇
親
会

へ
。
昨
年
か
ら
２
つ
の
部
屋
を
使

っ
て
、
武
高
現
役
生
徒
の
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
の
演
奏
で
開
幕
。
同
窓

生
の
年
齢
を
？
を
考
慮
し
て
も
ら

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
テ
レ
ビ
番

組
の
時
代
劇
主
題
歌（
水
戸
黄
門
、

銭
形
平
次
な
ど
）
を
演
奏
の
後
、

こ
れ
ま
た
現
役
３
年
生
の
鷹
匠
・

石
橋
美
里
さ
ん
の
説
明
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
観
賞
。
そ
の
後
、
父
で
あ
る
三

根
竹
久
さ
ん
（
高
34
回
）
か
ら
、

最
近
女
優
と
し
て
大
活
躍
中
の
三

根
梓
さ
ん
（
新
高
１
回
、
嬉
野
市

出
身

早
稲
田
大
学
在
学
中
）
の

最
新
映
画
の
紹
介
な
ど
が
あ
っ

て
、
し
ば
し
歓
談
へ
。

後
半
は
当
番
幹
事
の
好
意
の
賞

品
な
ど
が
当
た
る
、
恒
例
の
抽
選

会
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後

に
武
雄
高
等
女
学
校
、
旧
制
武
雄

中
学
校
、
武
雄
高
等
学
校
の
校
歌

斉
唱
後
、
来
年
は
５
の
付
く
回
が

当
番
幹
事
と
な
る
と
い
う
こ
と

で
、
15
回
の
池
田
渉
さ
ん
ら
が
壇

上
へ
上
が
り
、
来
年
の
再
会
を
期

し
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
一
度
も
参
加
し
た
こ
と
が

な
い
方
も
、
ま
た
常
連
の
方
も
、

青
春
時
代
を
共
に
過
ご
し
た
武
雄

高
校
と
い
う
共
通
の
思
い
出
を
胸

に
、
来
年
５
月
19
日
に
は
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

武
陵
会
総
会
開
催
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今
回
も
武
雄
青
陵
高
校
か
ら
２
名

の
参
加
者
を
お
招
き
し
、
同
じ
武

陵
の
庭
で
育
ま
れ
た
も
の
ど
う
し

思
い
出
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

37
回
、
村
島
先
輩
や
39
回
、
後

輩
の
角
君
を
は
じ
め
多
く
の
方
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

場
を
借
り
ま
し
て
謹
ん
で
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
当
日
は
第
一
部
総
会
、

第
二
部
懇
親
の
部
と
、
同
期
・
松

本
至
さ
ん
の
軽
快
な
司
会
で
進

め
、
来
賓
の
武
陵
会
山
口
幹
夫
会

長
、
竹
森
唯
幸
校
長
先
生
を
は
じ

め
、武
雄
市
役
所
か
ら
北
川
理
事
、

私
た
ち
の
恩
師
、
松
口
鈴
子
先
生

（
保
健
体
育
科
）
よ
り
ご
挨
拶
を

頂
き
ま
し
た
。
今
回
で
東
京
支
部

同
窓
会
は
46
回
目
で
あ
り
ま
す

が
、
女
性
の
先
生
を
お
招
き
し
た

の
は
初
め
て
で
し
た
。

懇
親
の
部
は
、
橋
口
虔
一
先
輩

（
旧
制
武
雄
中
学
７
回
）
の
乾
杯

の
挨
拶
で
ス
タ
ー
ト
。
旧
制
中
学

と
旧
制
武
雄
女
学
校
と
の
端
境
期

の
思
い
出
を
ユ
ー
モ
ア
交
え
て
お

話
を
さ
れ
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰

囲
気
で
始
ま
り
ま
し
た
。

特
別
講
演
は
同
期
の
朝
長
勇
さ

ん
に
お
願
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

同
君
は
竜
馬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ

ン
バ
ー
で
あ
り
、
鍋
島
直
正
の
生

涯
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
武
雄
の

残
し
た
遺
産
、
今
後
の
日
本
の
あ

り
か
た
に
つ
い
て
お
話
を
さ
れ
ま

し
た
。

会
は
進
み
、
お
待
ち
か
ね
の
お

楽
し
み
大
抽
選
会
、
同
期
の
古
賀

久
晴
さ
ん
の
司
会
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
武
雄
か
ら
応
援

に
駆
け
つ
け
た
同
期
の
江
口
康
成

さ
ん
の
奮
闘
に
よ
り
、
地
元
の

品
々
を
数
多
く
協
賛
し
て
い
た
だ

き
、
皆
さ
ん
に
大
変
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
郷
土
の
名
産
品
コ
ー
ナ

ー
は
１
時
間
で
完
売
の
大
盛
況
。

東
京
で
は
な
か
な
か
お
目
に
か
か

ら
な
い
郷
土
の
名
品
は
我
々
に
と

っ
て
何
よ
り
あ
り
が
た
い
も
の
で

あ
り
ま
す
。

最
後
は
校
歌
の
大
合
唱
、
会
も

最
高
潮
に
達
し
ま
す
。
交
通
機
関

も
発
達
し
、
よ
り
武
雄
も
近
く
な

り
ま
し
た
が
、
我
々
東
京
近
辺
に

住
む
武
陵
会
東
京
支
部
同
窓
生
は

頻
繁
に
帰
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
地
元
の
言
葉
で
話
し
、
思

い
出
を
共
有
す
る
こ
の
同
窓
会
は

我
々
だ
け
が
持
っ
て
い
る
『
武
陵

の
里
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
』
が
目
覚
め
る
日

で
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
来
年
も
お
元
気
で
こ

の
会
場
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！

７
月
15
日
12
時
よ
り
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ビ
ア
大
阪
に
於
い
て
総
会
・

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
女
性
２
名
の
司
会
〈
高

26
回
下
林
、
高
32
回
小
堀
〉
で
物

故
者
へ
の
黙
祷
よ
り
始
ま
り
ま
し

た
。星

野
関
西
支
部
長
の
挨
拶
に
続

き
、
来
賓
の
武
雄
高
校
長
の
竹
森

唯
幸
氏
、
武
陵
会
会
長
の
山
口
幹

夫
氏
、
佐
賀
県
関
西
中
京
本
部
本

部
長
毛
利
明
彦
氏
の
挨
拶
を
頂
戴

し
ま
し
た
。
関
西
支
部
の
23
年
度

事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
24
年
度

事
業
計
画
、
予
算
案
が
事
務
局
長

の
樋
口
基
子
よ
り
提
案
さ
れ
、
会

計
監
査
岸
川
義
博
の
監
査
報
告
等

が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

引
き
続
き
関
西
支
部
相
談
役
の
貝

原
俊
民
氏
の
「
大
震
災
に
つ
い
て

思
う
こ
と
」
と
題
す
る
講
演
。
映

像
を
使
っ
て
の
貴
重
な
講
演
で
し

た
。午

後
の
懇
親
会
で
は
、
関
西
支

■

関
西
支
部
総
会

平
成
24
年
武
陵
会
関
西
支
部
総
会

懇
親
会
開
催
さ
る

武
陵
会
関
西
支
部
事
務
局
次
長

高
14
回
代
表西

兼

知
昭

■

東
京
支
部
総
会

『
武
陵
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が

目
覚
め
る
日
』

武
陵
会
東
京
支
部

高
38
回
代
表
幹
事堀

田

正
人

６
月
９
日
（
土
）
東
京
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
の
プ
ロ
ビ
デ
ン
ス
ホ
ー

ル
に
て
、
第
46
回
武
雄
高
校
同
窓

会
東
京
支
部
総
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

今
回
準
備
、
運
営
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
幹
事
学
年
の
私
た
ち

は
、高
校
38
回
卒
業
生
に
あ
た
り
、

武
雄
高
校
が
６
ク
ラ
ス
に
な
り
、

武
雄
青
陵
高
校
が
発
足
し
て
２
年

目
の
学
年
と
な
り
ま
す
。

年
々
東
京
在
住
の
卒
業
生
が
少

な
く
な
る
中
、
当
日
の
参
加
者
を

如
何
に
し
て
集
め
る
か
と
い
う
こ

と
が
、
我
々
の
最
大
の
問
題
で
あ

り
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
、
総
勢

１
７
５
名
の
皆
様
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
学
年
幹
事
と
し
て
ほ
っ
と

胸
を
な
で
お
ろ
し
て
お
り
ま
す
。
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部
の
歩
み
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
集
い
わ
れ
ら

武
陵
会
」
が
放
映
さ
れ
る
中
、
老

若
男
女
の
会
員
が
和
気
藹
々
と
語

り
合
い
、
写
真
を
撮
り
あ
い
、
又

同
期
同
士
の
一
層
の
盛
り
上
が
り

で
２
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
校
歌
を
歌
う

時
は
壇
上
に
上
が
り
旧
高
女
、
旧

中
、
高
校
と
歌
う
に
つ
れ
母
校
へ

の
敬
い
と
懐
か
し
さ
等
、
胸
に
迫

る
も
の
が
湧
き
上
が
り
皆
の
顔
が

紅
潮
し
て
お
り
ま
し
た
。
田
中
隆

幹
事
〈
高
５
回
〉
の
閉
会
の
挨
拶

で
総
会
・
懇
親
会
の
終
了
と
な
り

ま
し
た
。
同
窓
会
は
い
い
も
の
だ

な
ー
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

24
年
６
月
２
日
（
土
）、
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
博
多
に
於
い

て
、
第
54
回
福
岡
武
陵
会
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
７
名
、
旧

制
中
学
４
名
、
高
校
男
子
56
名
、

高
校
女
子
24
名
、
計
91
名
の
出
席

で
し
た
。

松
尾
二
保
氏
（
高
25
回
）
の
司

会
進
行
で
始
ま
り
、
最
初
に
谷
口

筆
敏
会
長
（
高
18
回
）
の
挨
拶
後
、

事
務
局
水
辺
紘
治
（
高
15
回
）
か

ら
事
業
・
会
計
報
告
を
し
、
会
計

監
査
武
内
保
民
氏
（
高
20
回
）
の

監
査
報
告
で
出
席
者
の
承
認
を
得

た
。

次
に
来
賓
を
代
表
し
て
本
部
事

務
局
長
冨
岡
正
信
氏
、
武
高
統
括

事
務
長
園
田
勇
人
氏
よ
り
、
本
部

と
母
校
の
現
況
報
告
を
兼
ね
て
祝

辞
を
い
た
だ
き
総
会
を
終
了
。

そ
の
後
、
講
演
会
に
移
り
、
今

年
の
講
師
は
武
雄
市
長
・
樋
渡
啓

祐
氏
（
高
40
回
）。
演
題
は
「
武

雄
市
の
こ
れ
か
ら
」
と
い
う
こ
と

で
、
武
雄
市
の
未
来
に
つ
い
て
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
な
ど
を
使
っ
て
語
り
始
め
ら
れ

る
。
い
の
し
し
課
、
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
課
、
市
民
病
院
、
中
途
採
用

者
の
活
用
、
図
書
館
利
用
促
進
策

な
ど
話
は
尽
き
な
い
。
外
部
で
の

講
演
で
、
標
題
の
「
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｏ

は
ど
こ
に
あ
る
か
」
の
質
問
を
し

た
ら
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
。
た
だ

一
人
知
っ
て
い
る
と
答
え
た
人
は

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
」
と
答
え
た
そ
う

で
あ
る
。
こ
れ
で
は
い
か
ん
と
考

え
た
結
果
が
、
次
の
ク
イ
ズ
を
会

場
の
み
な
さ
ん
に
さ
れ
た
。「
人

口
の
多
い
国
は
？
」
一
位
中
国
、

二
位
イ
ン
ド
、
三
位
は
…
六
億
人

の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
。
そ
う
だ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
を
つ
な
げ
た
ら
と
思
い
つ
い
た

そ
う
だ
。
講
演
中
も
聞
き
手
の
中

に
入
り
、
質
問
を
投
げ
か
け
て
皆

を
話
の
中
に
引
き
込
む
。
ご
本
人

は
話
下
手
と
お
っ
し
ゃ
る
が
、
な

か
な
か
。
と
て
も
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

引
き
続
き
、
懇
親
会
に
移
り
司

会
は
松
尾
二
保
氏
。
開
会
を
松
尾

政
信
副
会
長(

高
21
回)

、
乾
杯
は

来
賓
の
中
野
哲
太
郎
氏(

高
21
回)

で
始
ま
る
。
橋
口
馨
一
さ
ん(

中

１
回)

の
白
寿
、
増
田
守
さ
ん(

中

10
回)

の
米
寿
の
お
祝
い
を
し
た

が
、
お
二
人
と
も
今
後
も
我
々
の

目
標
と
し
て
、
益
々
お
元
気
で
過

ご
さ
れ
る
よ
う
皆
で
祈
っ
た
。

お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
、
写
真
を

撮
っ
た
り
、名
刺
交
換
な
ど
の
後
、

い
よ
い
よ
校
歌
斉
唱
。
高
女
と
中

学
に
は
高
校
が
応
援
し
、
最
後
に

高
校
校
歌
を
皆
で
歌
う
。
来
賓
の

大
宅
正
恒
先
生
の
万
歳
三
唱
で
、

楽
し
い
会
合
は
再
会
を
期
し
て
終

了
し
た
。

去
る
平
成
24
年
２
月
18
日

（
土
）、
午
前
十
一
時
三
十
分
よ
り

佐
世
保
駅
前
の
レ
オ
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
10
月
25
日
会

員
有
志
が
集
ま
り
、
色
々
と
意
見

交
換
の
上
、
検
討
し
ま
し
た
が
、

最
も
肝
心
な
会
員
皆
様
の
参
加
を

促
す
案
内
に
つ
い
て
中
々
決
め
手

に
な
る
も
の
が
な
く
、
今
年
も
例

年
の
往
復
は
が
き
に
よ
る
案
内
と

な
り
、
従
来
ご
参
加
い
た
だ
い
た

方
や
、
是
非
参
加
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
わ
れ
る
方
々
で
、
５
回
か

ら
30
回
の
方
々
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
、
男
女
各
60
名
に
案
内
を
し

ま
し
た
。

そ
の
他
、
事
務
局
と
し
て
も
出

来
る
限
り
電
話
で
の
開
催
予
定
の

お
知
ら
せ
や
、
会
員
同
士
の
お
誘

い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
し
た

が
、
今
年
も
先
輩
各
位
の
熱
意
と

女
性
会
員
の
連
携
が
よ
く
、
多
く

の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。尚

、
会
場
の
ホ
テ
ル
の
好
意
で

「
ラ
イ
フ
さ
せ
ぼ
」
と
い
う
タ
ウ

ン
誌
に
お
報
せ
と
し
て
掲
載
し
て

■

福
岡
支
部
総
会

「
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｏ
は
ど
こ
に

あ
り
ま
す
か
？
」

武
陵
会
福
岡
支
部

高
15
回
代
表
幹
事水

辺

紘
治

代表取締役会長

平川比登士
（高16回）

税理士法人

武雄中会計事務所
税理士

草場朝臣（高14回）
税理士

宮崎真一郎
佐賀県武雄市武雄町大字武雄5632番地

TEL.0954-22-4101

■

佐
世
保
支
部
総
会

武
陵
会
佐
世
保
支
部

高
５
回
代
表
幹
事山

口

及
人
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い
た
だ
き
、
か
な
り
の
反
響
が
あ

り
ま
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
牡
丹
雪
が
舞
う

大
変
な
天
候
で
し
た
が
、
お
陰
さ

ま
で
旧
制
中
学
・
旧
制
高
女
の
大

先
輩
を
交
え
て
36
名
の
参
加
を
頂

い
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

会
は
開
会
の
冒
頭
、
物
故
者
、

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
に
対
し
黙

祷
の
後
、
支
部
長
、
本
部
会
長
、

校
長
先
生
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。本
部
会
長
の
ご
挨
拶
で
、

個
人
会
費
で
の
武
陵
会
活
性
化
に

よ
る
、
学
校
・
生
徒
に
対
す
る

数
々
の
支
援
が
出
来
た
こ
と
、
本

部
総
会
の
大
盛
況
な
ど
の
熱
弁
が

あ
り
、
校
長
先
生
か
ら
は
、
中
高

一
貫
制
導
入
に
よ
る
意
識
の
活
性

化
に
よ
り
進
学
向
上
、
各
種
文
化

活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
等
の
め
ざ
ま
し

い
成
績
向
上
の
お
話
が
あ
り
、
卒

業
生
と
し
て
も
大
変
身
近
に
感

じ
、
母
校
に
対
し
尚
一
層
の
親
し

み
を
感
じ
た
の
は
私
だ
け
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。

挨
拶
の
後
、
特
別
講
演
と
し
て

高
２
回
の
光
吉
貢
様
に
「
百
歳
時

代

あ
な
た
は
何
歳
ま
で
生
き
ら

れ
る
か
」
と
い
う
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
労
災
病
院
の
外

科
部
長
と
し
て
の
豊
富
な
経
験

と
、
あ
ら
ゆ
る
事
に
造
詣
が
深
い

先
生
の
お
話
は
、
不
老
長
寿
の
古

代
ロ
マ
ン
、
徐
福
伝
説
の
話
か
ら

人
間
の
寿
命
に
関
す
る
ク
ロ
ー
ン

技
術
、
遺
伝
子
レ
ベ
ル
の
病
気
に

対
す
る
応
用
、
長
生
き
で
有
名
な

オ
ー
ル
ド
パ
ー
の
話
、
ボ
ト
ル
が

斜
め
に
立
て
ら
れ
る
事
な
ど
面
白

い
話
を
伺
い
、健
康
で
長
生
き
か
、

寝
た
き
り
の
長
生
き
か
を
、
ぴ
ん

ぴ
ん
こ
ろ
り
、
ね
ん
ね
ん
こ
ろ
り

と
軽
妙
な
表
現
で
語
ら
れ
た
講
演

は
、
皆
様
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

祝
宴
に
入
り
、祝
謡
一
番
の
後
、

乾
杯
。
お
食
事
を
頂
き
な
が
ら
初

参
加
の
方
の
自
己
紹
介
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
の
皆
様
の
楽
し
げ
な
反

応
、カ
ラ
オ
ケ
の
希
望
者
が
多
く
、

最
後
は
校
歌
斉
唱
、
故
郷
の
童
謡

を
歌
い
、
高
４
回
の
杉
原
義
秋
様

の
音
頭
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
和
気

藹
々
の
中
に
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。今

年
は
男
性
の
参
加
が
少
な
い

中
、
高
21
回
、
高
27
回
の
方
の
参

加
が
あ
っ
た
こ
と
が
何
よ
り
と
感

じ
ま
し
た
。

上
海
武
陵
会
は
発
足
し
て
２
年

と
な
り
ま
す
。
最
初
は
３
人
で
始

ま
り
そ
の
後
会
員
が
入
れ
替
わ
り

な
が
ら
、
８
人
で
わ
い
わ
い
や
っ

て
お
り
ま
す
。
１
９
６
５
年
入
学

の
先
輩
か
ら
若
手
は
１
９
９
５
年

入
学
の
メ
ン
バ
ー
構
成
で
す
。
隔

月
に
開
く
武
陵
会
定
例
会
で
は
、

上
海
生
活
で
の
様
々
な
ス
ト
レ
ス

を
、
御
船
の
山
を
バ
ッ
ク
に
汗
を

流
し
た
あ
の
青
春
時
代
を
語
り
合

う
こ
と
で
、
解
消
で
き
る
絶
対
に

無
く
て
は
な
ら
な
い
会
に
な
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
是
非
今
度

は
皆
で
オ
ス
連
呼
を
や
っ
て
み
た

い
と
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
！

支
部
発
足
に
向
け
て
11
月
１
日

に
実
行
委
員
15
名
で
準
備
の
た
め

の
会
合
を
開
催
予
定
。

■

上
海
支
部
総
会

武
陵
会
上
海
支
部

高
37
回
代
表
幹
事江

頭

利
将

■

東
海
支
部
総
会

■

長
崎
支
部
総
会

と
き
平
成
24
年
６
月
９
日
（
土
）

場
所
長
崎
新
聞
文
化
ホ
ー
ル
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昨
年
末
、
12
月
11
日
（
日
）、

東
京
地
区
在
住
の
武
高
３
回
卒
業

60
周
年
記
念
の
同
期
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

田
代
直
弘
、
田
中
謙
三
、
古
川

辰
義
、
三
井
（
中
野
）
佐
久
子
各

永
久
幹
事
の
尽
力
で
、
新
宿
高
層

ビ
ル
群
の
三
井
ビ
ル
54
階
の
三
井

ク
ラ
ブ
を
会
場
に
、
33
名
（
男
22

名
、
女
11
名
）
が
参
加
し
、
卒
業

60
年
の
歳
月
を
元
気
な
姿
で
再
会

で
き
た
こ
と
を
祝
い
あ
い
ま
し
た
。

遠
く
九
州
か
ら
小
島
祥
弘
、
牟

田
（
浜
田
）
カ
ヅ
ヨ
、
関
西
か
ら

宮
田
武
史
、
名
古
屋
か
ら
武
富

（
副
島
）
光
子
を
迎
え
、
旧
交
を

温
め
３
時
間
の
親
睦
忘
年
会
と
な

り
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
と
、
半
世
紀
前
に
在

京
３
回
生
の
同
期
会
を
小
島
祥
弘

と
結
成
し
て
以
来
、
現
在
に
至
る

ま
で
数
代
に
亘
り
毎
年
続
い
て
い

ま
す
。
若
々
し
く
輝
か
し
い
未
来

に
夢
を
抱
き
上
京
し
、
戦
後
の
貧

困
か
ら
今
日
の
繁
栄
を
築
き
上
げ

た
昭
和
一
桁
世
代
の
私
達
も
、
い

ま
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
集
い
の
よ
う

な
印
象
さ
え
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
御
船
ケ
丘
に
育
ま
れ

た
純
粋
な
高
校
時
代
の
数
多
く
の

懐
か
し
い
思
い
出
は
、
今
で
も
名

前
の
呼
び
捨
て
が
許
さ
れ
る
旧
友

と
の
固
い
絆
の
な
か
で
、
当
時
の

記
憶
を
鮮
明
に
甦
ら
せ
、
青
春
時

代
に
戻
れ
る
の
も
不
思
議
な
こ
と

で
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。60

年
の
歴
史
は
永
く
も
感
じ
ま

す
が
、あ
だ
名
で
甦
る
恩
師
の
顔
、

体
育
祭
で
喉
を
か
ら
し
た
応
援

歌
、
生
徒
会
部
活
で
の
活
動
、
男

女
共
学
で
胸
の
高
ま
り
を
覚
え
た

仲
間
が
共
に
肩
を
組
み
校
歌
を
合

唱
し
て
い
る
雰
囲
気
に
は
、
爺
・

婆
の
姿
は
な
く
、
高
校
時
代
が
昨

日
の
こ
と
の
よ
う
に
若
返
り
を
実

感
し
、
素
晴
ら
し
い
仲
間
に
巡
り

会
え
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
長
寿
の
秘
薬
を
授
か
っ
た
よ

う
な
楽
し
い
集
い
で
し
た
。

「
人
生
50
年
は
昔
の
話

延
び

た
寿
命
は
世
界
一

米
寿
も
白
寿

も
達
者
で
祝
い

１
０
０
歳
を
生

き
抜
く
老
い
の
意
気

武
高
３
回

卒
業
60
周
年

同
期
の
桜

オ

ー
」と

心
を
一
つ
に
紡
ぎ
合
い
、
武

陵
会
の
未
来
へ
の
繁
栄
を
祈
り
つ

つ
、
来
年
の
再
会
を
誓
い
合
っ
た

同
期
会
と
な
り
ま
し
た
。

高３回同期会

高12回同窓会 平成24年５月27日 於：ホテルエドモント

高13回同窓会 平成23年10月30日 於：京都屋

武
陵
会
東
京
支
部

高
３
回
代
表
幹
事野

本

邦
生

高18回同窓会 平成24年10月７日 於：武雄温泉ハイツ 93名、恩師５名出席
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高23回同窓会 平成24年８月11日 於：京都屋 154名･恩師４名出席

高24回同窓会 平成24年9月16日 於：武雄センチュリーホテル

医療法人

こうすけデンタルクリニック
理事長山口康介（高39回） 理事山口かおり（高39回）
〒843-0022 佐賀県武雄市武雄町武雄7357-2
TEL.0954-20-0060 FAX.0954-20-0061
ホームページ http://www.kousuke-dental.com E-mail:info@kousuke-dental.com

ご寄附、
有難うございました。
このほど、同窓会へご寄付をいただき
ました。ここに記して謝意を表します。

●高13回一同様 100,000円
H23.12.16

●高43回一同様 100,000円
H23.10.15

高13回一同より武陵会会長へ

奨学生の近況
大分大学医学部看護学科江上希
望です。医学部はサークル活動と
合わせて部活動が盛んに行われて
おり、高校時代に始めた弓道を今
も続けています。弓道部では、九
州・山口圏内のコメディカルの大
会では、最優秀射技賞や個人戦準
優勝などの賞を獲得しました。昇
段審査においても四段をいただき、高校時代の積
み重ねが結果に繋がるのだと実感しています。
学外では、精神科デイケアの施設でのボランテ
ィアや大学附属病院の小児病棟のボランティアに
参加したりしています。医療施設や病院でのボラ
ンティアは自分の看護観を深める、いいきっかけ
になっていると思います。
今後も学内での学びだけでなく、今しか出来な
いような学外の活動にも積極的に参加し、多くの
ことを学んでいきたいと考えています。

高61回
江上 希望

私は今年で3年次となりました。
今は、疾患と聴診や打診などの手技について学んでいる最
中です。
これまでの1・2年次では教養科目や基礎医学について学
んでいました。どちらも医学を習得するためには不可欠な
ものではありますが、病気について学ぶことが少ないこと
に物足りなさを感じていました。現在では、臨床の医師か
らも講義を受けることがあります。現場に即した話を聞く
ことで、医学や勉学に対する意欲をさらに刺激されています。
他にもサークル活動として自動車学校で習う救命措置の普及に努めたり、
より発展的な病院内での救命について学んだりしています。
これからも、武陵会から貸与して頂いた奨学金を大切に利用させて貰い
ながら、医師を目指して勉強していきたいと思っています。

私は現在、佐賀大学医学部の二年生です。お陰様で、勉学や部活に励んで
おります。二年生は大事な試験が多く、忙しくも充実した生活をさせていた
だいてます。立派な医師になれるよう日々勉強していきたいと思います。

新高２回･高63回 松林 佑亮

新高１回･高62回
中川 拓也
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［収入の部］
項 目 予算額（Ａ） 決算額（Ｂ） 比較増減（Ａ-Ｂ） 摘 要

1 繰 越 金 2,026,741 2,026,741 0 前年度繰越
2 入 会 金 3,000,000 3,031,200 31,200 同窓会入会金
3 年 間 会 費 4,000,000 5,088,000 1,088,000 会費 3,806,000 寄付金 1,282,000
4 広 告 200,000 300,000 100,000 会報誌広告料
5 雑 収 入 10,000 11,177 1,177 利息等
6 寄 付 金 0 200,000 200,000 高43回 100,000、高13回 100,000

計 9,236,741 10,657,118 1,420,377

［支出の部］
項 目 予算額（Ａ） 決算額（Ｂ） 比較増減（Ａ-Ｂ） 摘 要

1 事 務 局 費 1,543,000 1,448,271 94,729
人 件 費 1,008,000 956,480 51,520 事務員給与
備 品 費 100,000 118,000 ▲ 18,000 事務局パソコン
維持管理費 150,000 131,483 18,517 ホームページ、インターネット
消 耗 品 費 100,000 95,573 4,427 コピー機トナー、事務用品など
印 刷 費 35,000 21,000 14,000 印刷代
通 信 費 150,000 125,735 24,265 電話料、切手、はがき等

2 事 業 費 5,600,000 6,207,459 ▲ 607,459
活 動 費 500,000 369,160 130,840 支部総会旅費他
渉 外 費 500,000 286,250 213,750 支部総会祝儀他
広 報 費 1,050,000 961,875 88,125 武陵会会報誌経費
記 念 品 代 400,000 357,160 42,840 卒業生記念品代
武陵会館営繕費 500,000 500,000 0 武陵会館積立
奨学金援助費 100,000 700,000 ▲ 600,000 奨学金積立
周年積立金 200,000 200,000 0 周年事業積立
がんばれ基金 500,000 1,000,000 ▲ 500,000 がんばれ基金積立
発 送 費 1,800,000 1,804,684 ▲ 4,684 武陵会会報誌発送代他
慶 弔 費 50,000 28,330 21,670 弔電他

3 会 議 費 725,000 663,367 61,633
総会補助費 500,000 526,834 ▲ 26,834 武陵会総会補助
会 議 費 225,000 136,533 88,467 会議用お茶代など

4 振込手数料 300,000 277,160 22,840 年会費振込手数料など
5 雑 費 200,000 34,182 165,818 コピー機点検など
予備費 868,741 0 868,741
計 9,236,741 8,630,439 606,302

収入 10,657,118 － 支出 8,630,439 ＝ 次年度へ繰越 2,026,679

［収入の部］
項 目 金 額 摘 要
1 繰 越 金 5,408,231 前年度繰越
2 繰 入 金 1,000,000 一般会計より
3 会 費 0
4 寄 付 金 0
5 雑 収 入 3,522 利息など

計 6,411,753

［支出の部］
項 目 金 額 摘 要
1 会 費 返 還 100,000 H21～H30年度分

(高33回）
2 助 成 金 1,695,960 ブラスバンドチャイム、

部旗、優勝旗
計 1,795,960

※年会費会計、周年事業会計、奨学金会計、武陵会館会計については、紙面の関係上省略しております。
HP上に掲載しておりますのでご覧下さい。

平成23年度 がんばれ基金会計決算書

収入6,411,753 － 支出1,795,960 = 次年度へ繰越 4,615,793

平成23年度 武雄高等学校同窓会一般会計決算書

医 療 法 人

正 木 産 婦 人 科
理事長 正 木 秀 信（熊大卒） 理 事 正 木 恵 子（旧姓 永尾･高20回）

〒581-0831 大阪府八尾市山本町北1-2-22 TEL 072-922-4103
夫婦で良いお産

FAX 072-990-5118

■武陵会館の利用状況
創立百周年を記念して新築された武陵会館ですが､毎月の定例武陵会役員会をはじめ
高校の生徒たちの展開授業も毎日行われ、教育研究会の会議や､部活の合宿､PTAの会
議など有効に活用されています。
これから同窓会を開く予定の皆様も､その打ち合わせなどにもご利用ください。
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川原文洋さん

高29回/福岡美容専門学院卒業
大阪スタジオVでNo1スタイリスト
となる
資生堂SABFAの第一期生に
資生堂ビューティクリエーション
研究所入社
JHAのグランプリを3回受賞
98年4月、スタジオVディレクター
に就任

三根 梓
ミスマガジン2008のセミファイナルの
16人の中に入る。
早稲田大学政治経済学部に在学。
non-noの専属モデルになる。
映画『シグナル～月曜日のルカ～』で
主演を果たす。

武 陵 会 会 報 （10）平成24年10月31日発行

武陵会名簿の作成
この度、創立105周年を記念し、平成25年３月に会員３万３千人余の同窓会名簿を発行する予定で小野高速印刷㈱と協力し、

現在調査カードをお手元にお届けしています。

カードに間違いがないかご確認後、訂正がありましたら出来るだけ早くご返送ください。名簿代金のご入金は、以前調査カ

ード送付の折に同封した振込用紙をご利用ください。なお、名簿に関するお問い合わせはフリーダイヤル0120（58）3002

（月曜日～金曜日 9:00～16:30）にお願いします。名簿の作成に関しては昨今、多くの問題も発生しておりますが、その取

り扱いについてはシリアルナンバーを入れるなど、武陵会本部でも慎重に行ないたいと思いますし、お手元に届きましたら、

会員各位におかれましても同窓生同士の親睦を深めることを第一義に活用していただければ幸いです。

女
優
と
し
て
活
躍
中
の
三
根
梓
さ

ん
（
新
高
１
・
62
回
）
か
ら
コ
メ
ン
ト

を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
嬉
野
市
観
光
大
使
を
拝
命

致
し
ま
し
た
、
三
根
梓
で
す
。
卒
業
し

て
か
ら
三
年
が
経
ち
、
中
々
地
元
に
戻

れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

帰
郷
す
る
と
や
は
り
心
が
安
ら
ぎ
ま

す
。卒

業
生
の
皆
さ
ま
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
ご
活
躍
か
と
は
思
い
ま
す
が
、

武
雄
高
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
胸
に
、
私

も
負
け
ず
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

皆様の同期生あるいは同窓生で活躍中の方をご紹介ください。自薦他薦は問いません。

女
性
の
同
窓
生
に
耳
よ
り
？
な
情

報
が
高
校
29
回
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
方
は
大
町
出
身
の
川
原
文
洋

さ
ん
。
高
校
時
代
は
ラ
グ
ビ
ー
部
に

所
属
し
、
フ
ル
バ
ッ
ク
と
し
て
活
躍
。

昭
和
50
年
の
佐
賀
県
高
校
総
体
優
勝

や
翌
51
年
の
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
県
大

会
優
勝
に
貢
献
し
た
彼
は
卒
業
後
、

福
岡
美
容
専
門
学
院
に
進
み
、
美
容

技
術
を
修
得
さ
れ
、
大
阪
ス
タ
ジ
オ

Ｖ
に
入
社
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
Ｎｏ

１
の
ス
タ
イ
リ
ス
ト
と
な
り
、
そ
の

後
も
研
鑽
を
積
ま
れ
、
日
本
美
容
界

で
最
も
権
威
あ
る
賞
と
い
わ
れ
る
Ｊ

Ｈ
Ａ
の
大
賞
を
３
回
も
受
賞
。

現
在
も
国
内
外
で
大
活
躍
中
で
す

が
、「
和
楽
」
の
表
紙
の
ス
タ
イ
リ
ス

ト
と
し
て
も
そ
の
お
名
前
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

武陵会より母校へ寄贈いたしました！

ドラムセット プロジェクター･スクリーン４セット のぼり旗 20本

さん
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武
雄
高
校
に
は
何
年
に
赴
任
さ

れ
ま
し
た
か
？

旧
制
武
雄
中
学
校
（
11
回
）
を

卒
業
後
、
当
時
は
軍
国
主
義
真
っ

盛
り
で
、
海
軍
兵
学
校
や
陸
軍
士

官
学
校
に
進
む
と
い
う
の
が
若
者

の
憧
れ
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

私
は
陸
軍
士
官
学
校
を
選
び
ま
し

た
が
、
士
官
候
補
生
で
終
戦
。
そ

の
後
、
旧
制
佐
賀
高
等
学
校
か
ら

九
大
へ
進
学
。
当
時
、
武
高
の
大

石
校
長
先
生
の
ご
子
息
と
一
緒
に

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
昭
和
27

年
に
、
大
石
先
生
か
ら
非
常
勤
で

武
高
の
先
生
を
し
て
み
な
い
か
と

誘
わ
れ
教
壇
に
立
ち
ま
し
た
。

そ
の
翌
年
、
昭
和
28
年
に
九
大

を
卒
業
し
、
銀
行
員
だ
っ
た
父
親

か
ら
は
佐
賀
銀
行
に
就
職
を
勧
め

ら
れ
た
が
、
縁
あ
っ
て
正
式
に
母

校
の
教
員
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
の
武
雄
高
校
は
ど
の
よ
う

な
様
子
で
し
た
か
？

大
学
は
法
学
部
で
し
た
が
、
外

国
語
の
免
許
を
と
り
英
語
を
教
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
、

旧
制
中
学
時
代
か
ら
の
光
吉
公
平

先
生
や
森
園
栄
次
先
生
な
ど
の
恩

師
が
ま
だ
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
す
ぐ
尋

ね
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
当
時
、

12
ク
ラ
ス
か
ら
13
ク
ラ
ス
と
い
う

大
規
模
学
校
で
、
男
女
共
学
で
別

ク
ラ
ス
と
い
う
も
の
で
し
た
が
、

私
は
そ
の
中
で
も
男
女
混
合
の
ク

ラ
ス
担
任
を
よ
く
し
ま
し
た
。
そ

の
ク
ラ
ス
は
理
科
系
で
男
子
が
圧

倒
的
に
多
く
、
女
子
は
そ
の
中
に

５
人
ほ
ど
。
で
も
、
な
ぜ
か
女
子

が
強
く
て
男
子
は
遠
慮
し
て
い
た

な
あ
。
よ
く
授
業
を
取
り
や
め
て

御
船
山
に
登
り
ま
し
た
ね
。

武
雄
高
校
の

ほ
か
に
は
ど

こ
に
勤
務
さ

れ
ま
し
た

か
？昭

和
47
年

に
佐
賀
県
教

育
委
員
会
へ

異
動
に
な
り
、

適
正
規
模
・

適
正
配
置
の

県
立
高
校
を

作
る
こ
と
に

な
り
、
太
良

高
校
、
東
松

浦
高
校
な
ど

の
新
設
に
取

り
組
み
ま
し

た
。
そ
の
後
、
有
田
工
業
高
校
、

伊
万
里
高
校
を
経
て
、
唐
津
北
高

校
の
二
代
目
校
長
と
し
て
赴
任
。

昭
和
56
年
に
は
再
度
県
教
委
に
異

動
し
、
武
雄
高
校
が
過
大
規
模
校

と
い
う
の
で
、
武
雄
市
内
に
新
た

な
高
校
を
設
置
す
る
仕
事
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
当
初
の
予
定
よ
り

１
年
早
く
、
翌
57
年
に
武
雄
青
陵

高
校
が
開
校
し
、
初
代
校
長
と
し

て
赴
任
し
ま
し
た
。

こ
の
時
代
の
思
い
出
と
し
て
は
、

校
名
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と

で
悩
み
ま
し
た
ね
。
結
局
、
武
陵

の
東
と
い
う
の
で
、
中
国
で
は

「
東
」
を
表
す
の
に
「
青
」
と
表
現

す
る
の
で
、「
青
陵
」
と
い
う
校
名

に
し
ま
し
た
し
、
準
備
段
階
で
は

ま
だ
色
ん
な
予
算
も
無
い
中
で
校

歌
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
、
出
来
た
ら
著
名
な
方
に

お
願
い
し
た
い
と
思
い
、
娘
婿
の

池
田
渉
（
高
15
回
）
の
お
姉
さ
ん

が
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
で
教
鞭

を
と
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
つ
て

で
フ
ェ
リ
ス
の
非
常
勤
で
教
え
て

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
中
田
喜
直
先
生

※１
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
こ
の
校

歌
は
今
も
武
雄
青
陵
中
学
校
に
引

き
継
が
れ
て
い
ま
す
よ
。

退
職
後
は
ど
の
よ
う
な
生
活
を

お
過
ご
し
で
す
か
？

昭
和
61
年
に
退
職
後
、
乞
わ
れ

て
九
州
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

の
校
長
に
就
任
し
、
先
輩
の
田
中

稔
さ
ん
（
当
時
佐
賀
銀
行
頭
取

武
中
８
回
）
に
学
生
の
就
職
で
随

分
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
在
職

中
か
ら
武
雄
市
の
選
挙
管
理
委
員

会
の
仕
事
も
し
な
が
ら
、
平
成
８

年
に
退
職
後
は
悠
々
自
適
、
晴
耕

雨
読
の
生
活
で
80
才
ま
で
は
昔
か

ら
あ
る
畑
で
野
菜
を
作
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
体
調

も
考
え
て
無
理
を
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
た
。

私
は
娘
が
５
人
い
ま
す
が
、
今

は
妻
と
三
女
の
家
族
と
６
人
で
賑

や
か
に
暮
し
て
い
ま
す
。

後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
一
言

高
校
時
代
、
勉
強
し
な
か
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
そ
の
後
の
人
生
が

だ
め
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
大
学
、

あ
る
い
は
社
会
に
出
て
か
ら
の
が

ん
ば
り
如
何
で
人
生
は
変
わ
る
も

ん
だ
。
ど
う
か
、
そ
の
気
持
ち
を

持
っ
て
努
力
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

例年にない酷暑が続いたある日、武雄市内にお住
まいの田栗薫先生をお訪ねしました。大正14年お生
まれの先生は今年87歳となられますが、気力は十分
で衰えずとおっしゃるほどお元気で、青春時代から
教師時代の思い出をお話しいただきました。

※１中田喜直…東京音楽学校卒業。「めだかのがっこう」、「ちいさい秋みつけた」など、多くの作曲をてがけた。(1923～2000)

田栗薫先生

代表取締役土橋哲郎（高26回）

支払い楽々のローコストプランから最新の
エコ住宅スマートハウスまでライフスタイルに

合った住まいをご提案します



武 陵 会 会 報 （12）平成24年10月31日発行

■印刷/山口印刷株式会社 佐賀県伊万里市二里町大里3617-5 TEL0955-22-5188 FAX0955-22-5189 http://www.yamain.com/ E-mail:post@yamain.com

知
り
と
な
り
、
今
で
は
各
地
で
何

ら
か
の
音
楽
や
文
化
活
動
を
繰
り

広
げ
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

献
花
に
囲
ま
れ
た
先
生
の
遺
影

の
顔
は
、
あ
の
見
慣
れ
た
川
原
ス

マ
イ
ル
で
あ
り
、「
よ
う
沢
山
集
ま

っ
た
ね
。」
と
あ
の
き
れ
い
な
頭
声

の
声
で
語
り
か
け
て
い
る
よ
う
で

し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
東
京
で
活
躍

中
の
諸
岡
茂
實
さ
ん
（
17
回
）、
酒

井
あ
や
の
さ
ん
（
20
回
）、
高
田
由

紀
さ
ん
（
30
回
）、
そ
し
て
地
元
で

活
躍
し
て
い
る
牧
瀬
真
澄
さ
ん

（
28
回
）、
城
野
恭
子
さ
ん
（
34
回
）

の
皆
さ
ん
が
美
し
い
歌
声
を
聴
か

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
と
な

る
と
い
つ
も
の
睦
声
会
に
戻
り
、

ギ
タ
ー
や
碗
琴
、
さ
ん
し
ん
な
ど

が
飛
び
出
し
賑
や
か
な
も
の
で
し

た
。
ま
た
、
津
山
訓
子
さ
ん
（
30

回
）
の
伴
奏
で
高
校
生
に
戻
り
、

当
時
の
合
唱
曲
を
次
々
と
高
ら
か

に
、
天
ま
で
届
け
と
ば
か
り
歌
い

上
げ
ま
し
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
は
川

原
先
生
の
思
い
出
話
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
で
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

川
原
家
よ
り
四
人
の
姉
妹
が
見

え
ら
れ
、
思
い
出
を
一
つ
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
川
原
先
生

か
ら
い
た
だ
い
た
音
楽
で
結
ば
れ

た
ご
縁
と
絆
を
、
こ
れ
か
ら
も
大

切
に
し
て
集
っ
て
い
き
た
い
と
心

新
た
に
し
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

先
生
の
御
霊
に
感
謝
と
お
礼
を
述

べ
て
、
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

峯

千
鶴
子
（
高
女
36
回
）

平
成
23
年
11
月

橋

口

節

男
（
高
７
回
）

平
成
23
年
10
月

江

頭

良

三
（
高
39
回
）

平
成
23
年
11
月

小

柳

陽

子
（
高
３
回
）

平
成
23
年
12
月

三
ヶ
島

正

彦
（
高
14
回
）

平
成
23
年
12
月

山

増

健
二
郎
（
中
11
回
）

平
成
23
年
12
月

福

山

静

枝
（
高
女
28
回
）

平
成
24
年
１
月

江

頭

恒
（
高
３
回
）

平
成
24
年
２
月

相

賀

幸

子
（
高
３
回
）

平
成
24
年
２
月

江

口

義

孝
（
高
21
回
）

平
成
24
年
１
月

志

田

光

次
（
高
１
回
）

平
成
24
年
３
月

北

村

真

人
（
高
15
回
）

平
成
24
年
５
月

竹

内

昌

樹
（
高
15
回
）

平
成
24
年
５
月

前

田

ツ
ネ
子
（
高
女
35
回
）

平
成
24
年
４
月

田

中

和

子
（
高
女
37
回
）

平
成
24
年
７
月

黒

岩

美
代
子
（
高
女
36
回
）

平
成
24
年
７
月

今

泉

武
（
中
９
回
）

平
成
24
年
１
月

篠

原

啓
一
郎
（
高
５
回
）

平
成
24
年
５
月

樋

渡

敏

腿
（
高
10
回
）

平
成
24
年
７
月

田

栗

勝

弘
（
高
43
回
）

平
成
24
年
９
月

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

敬
称
略

事
務
局
へ
ご
連
絡
い
た
だ
い
た

方
々
を
掲
載
し
ま
し
た
。
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

医療法人

篠田整形外科
武雄市朝日町甘久206-3 TEL.0954-23-6000
●整形外科 ●内科 ●小児科
●リウマチ科 ●リハビリテーション科

理 事 長 篠田 侃（高17回） 副理事長 松尾 宏（高17回）
副理事長 篠田 毅（高45回）

介護老人保健施設

コスモス
武雄市武雄町永島13821 TEL.0954-20-1231

●入所 ●短期入所 ●通所リハビリテーション

●在宅介護支援センター ●居宅介護支援事業所

実
行
委
員
長庭

木

朝
子（
高
12
回
）

武
高
で
27
年
間
、
音
楽
の
先
生

と
し
て
勤
め
ら
れ
た
川
原
幸
子
先

生
が
亡
く
な
ら
れ
て
半
年
、
去
る

１
月
28
日
、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ

ル
飛
翔
の
間
に
て
「
川
原
幸
子
先

生
を
偲
ぶ
会
」
を
、
睦
声
会
の
有

志
で
呼
び
か
け
開
催
。
百
名
近
い

出
席
で
盛
会
裏
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

音
楽
部
Ｏ
Ｂ
会
・
睦
声
会
（
高

12
回
〜
38
回
）
は
五
百
数
十
名
か

ら
な
る
武
高
の
縦
の
つ
な
が
り
の

会
で
す
。
川
原
先
生
の
ご
縁
で
つ

な
が
る
音
楽
好
き
の
仲
間
た
ち
が
、

何
回
か
回
を
重
ね
る
う
ち
に
顔
見

天
ま
で
届
け
と
高
ら
か
に 平

成
24

年
７
月
12

日
、
武
陵

会
前
会
長

の
石
井
義

彦

さ

ん

（
中
13
回
）が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
82
。

石
井
前
会
長
は
永
年
、
同
窓
会

活
動
を
牽
引
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
は
勿
論
で
す
が
、
平
成
20
年
に

迎
え
た
「
武
雄
高
校
百
周
年
記
念

事
業
」
と
い
う
一
大
事
業
遂
行
の

た
め
に
邁
進
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
の
開
催
、
記
念
誌
発

行
、
武
陵
会
館
の
新
築
、
奨
学
金

制
度
の
新
設
な
ど
、
そ
の
折
に
蒔

か
れ
た
種
は
今
、
順
調
に
成
長
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
し
、
そ
の
ご

遺
志
を
引
き
継
い
で
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
武
陵
会
の
活
動
を

お
見
守
り
い
た
だ
き
、
併
せ
て
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

石
井
義
彦
前
会
長
を
偲
ぶ

川
原
幸
子
先
生
を
偲
ぶ
会
開
催


